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熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
地
域
、

家
庭
、
学
校
、
行
政
、
関
係
機
関
等
の
連
携

が
さ
ら
に
深
ま
り
、
熊
毛
地
区
の
社
会
教
育

が
ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
熊
毛
の
社
会
教
育
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

一
・
二
ペ
ー
ジ
に
は
、
地
区
主
要
行
事
を
、

三
～
六
ペ
ー
ジ
に
は
、
一
市
三
町
の
特
色
あ

る
事
業
等
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
御
一
読
い
た
だ
き
、
本
地
区
の
社
会

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展
に
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
日(

土)

南
種
子
町
中
央
公
民
館(

六
十
四
人)

各
市
町
の
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
や
育
成
者

・
指
導
者
を
対
象
に
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
演
習
や
子

ど
も
た
ち
が
積
極
的

に
活
動
を
行
う
た
め

の
役
割
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、

合
同
で
南
種
子
分
遣

所
の
方
々
か
ら
正
し

い
応
急
救
護
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
み
ん

な
で
楽
し
め
る
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

し
た
り
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
九
日(

金)

西
之
表
市
民
会
館(

六
十
二
人)

種
子
島
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
女
性
団
体
・

高
齢
者
団
体
が
、
各
団
体
の
活
動
の
充
実
を

目
的
と
し
て
合
同
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

県
立
中
種
子
養
護
学
校
の
堀
切
剛
教
諭
を

講
師
に
迎
え
、「
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

た
ち
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
る
」
を
テ
ー
マ
に

御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
子

ど
も
や
大
人
に
対
す
る
理
解
と
、
望
ま
し
い

配
慮
の
仕
方
に
つ
い
て
知
り
、
本
人
や
そ
の

家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い
声
か
け
を
心
が
け
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

指

導

者

・

育

成

者

研

修

会

子

ど

も

会

安

全

教

育

研

修

会

社

会

教

育

指

導

者

研

修

会

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体

そ
の
後
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
通
し
て
、

他
団
体
と
の
交
流

を
楽
し
み
な
が
ら
、

参
加
型
学
習
の
在

り
方
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
四
日(

土)･

二
十
五
日(

日)

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー(

六
十
七
人)

熊
毛
地
区
一
市
三
町
の
青
年
団
が
一
堂
に

会
し
て
、
一
泊
二
日
の
宿
泊
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

人
権
教
育
で
は
、
県
教
育
庁
人
権
同
和
教

育
課
川
畑
指
導
主
事
に
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
人
権
課
題
に
い
か
に
取
り
組
め
ば

よ
い
か
つ
い
て
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
室
内
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
活

発
な
意
見
交
換
や
交
流

を
す
る
こ
と
が
で
き
、

数
年
ぶ
り
と
な
る
全
市

町
揃
っ
て
の
本
研
修
が

有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
が
学
習
し
た
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実
践
し
、
広
め
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
六
日(

木)
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー(

三
十
人)

文
化
財
保
護
行
政
に
つ
い
て
、
県
文
化
財

課
担
当
者
の
講
話
後
、
南
種
子
町
の
委
員
か

ら
「
南
種
子
の
ガ
ロ
ー
」
に
つ
い
て
事
例
発

青
年
団
体(

人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会)

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
等
研
修
会

表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
西
之
表
市
の
新
収
蔵
文
化
財
の
紹

介
で
は
、
今
年
度
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
っ
た
「
旧
上
妻
家

住
宅
」
が
紹
介
さ
れ
、

門
や
主
屋
内
部
の
写
真

も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
各
市
町
文
化

財
保
護
行
政
の
推
進
・

充
実
に
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
二
日(

土)･

二
十
三
日(

日)

あ
っ
ぽ
～
ら
ん
ど

他(

四
十
七
人)

熊
毛
地
区
、
鹿
児
島
地
区
、
鹿
児
島
市
の

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が
集
い
、
一
泊
二
日

の
交
流
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
各
団
体

の
活
動
報
告
や
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
と
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
の
野
外
体
験
を

行
い
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
通
し
て
さ
ら
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
前
日
に
探
し
た
お
題
を
も
と
に

し
た
「
し
ゃ
べ
り
場
」
活
動
を
行
い
、
白
熱

し
た
討
論
と
な
り
ま
し

た
。日

頃
経
験
出
来
る
こ
と

の
少
な
い
他
団
体
と
の
交

流
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
地
域
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
「
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
及
び
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
交
流
大
会
」

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

平
成
三
十
年
二
月
発
行

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会

〈熊毛地区社会教育主要事業実績〉
月 日 曜 事 業 名 会 場 参加者数

５ 20 土 地区子ども会指導者・育成者研修会 南種子町中央公民館 64人

地区子ども会安全教育研修会

６ ９ 金 地区社会教育指導者研修会(PTA･女性･高齢者団体) 西之表市民会館 62人

６ 24 土 地区人権教育ブロック別指導者研修会 屋久島環境文化村センター 67人

地区社会教育指導者研修会(青年団体)(～25日)

７ ６ 木 地区文化財保護審議会委員等研修会 種子島開発総合センター 30人

７ 22 土 中央ブロック子ども会ジュニア ・ リーダー あっぽ～らんど 他 47人

及び高校生クラブ等交流大会(～23日)

７ 26 水 地区子ども会大会・創作活動(～27日) 熊野レクリエーション村 他 40人

９ ３ 日 ふるさとを興す熊毛地区保健・福祉学習大会 屋久島町福祉センター縄文の苑 84人

９ ８ 金 地区社会教育委員等研修会 南種子町中央公民館 58人

地区自治公民館経営研究会

11 25 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開 種子島こり～な 359人



( 2 )熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日(

水)･

二
十
七
日(

木)

熊
野
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村

他(

四
十
人)

各
市
町
の
子
ど
も
会
員
が
集
い
、
体
験
活

動
や
創
作
活
動
を
通
し
て
、
楽
し
い
子
ど
も

会
活
動
に
す
る
た
め
の
工
夫
や
心
構
え
を
学

び
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ

や
話
合
い
活
動
で
意
見

交
換
を
行
い
、
テ
ン
ト

設
営
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
初
め
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、

次
第
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。
二
日
目
の
体
験
活
動
で
は
、
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
散
策
、
創
作
活
動
で
は
海

岸
で
集
め
た
材
料
で
写
真
フ

レ
ー
ム
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
友
だ
ち
と
協
力
し
な
が

ら
目
的
を
達
成
す
る
楽
し
さ

を
味
わ
っ
た
経
験
を
、
他
の

子
ど
も
会
員
に
も
伝
え
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
九
月
三
日(

日)

屋
久
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
縄
文
の
苑(

八
十
四
人)

屋
久
島
地
区
の
女
性
団
体
を
中
心
に
、
高

齢
者
団
体
や
公
民
館
関
係
者
が
集
い
「
健
康

か
ご
し
ま
２
１
の
実
践
を
め
ざ
し
て
～
あ
り

が
と
う
で
さ
よ
う
な
ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
訪
問
介
護
や
在
宅

介
護
に
ま
つ
わ
る
寸
劇
や
講
演
で
会
場
が
笑

い
に
包
ま
れ
た
り
、
参
加
型
の
健
康
体
操
教

室
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
と
、
参
加
さ
れ
た
皆

子

ど

も

会

大

会
・
創

作

活

動

ふ
る
さ
と
を
興
す
熊
毛
地
区
保
健
・
福
祉
学
習
大
会

さ
ん
は
楽
し
み
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
屋
久
島
地
区

の
み
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
が
、
次
年
度
以
降

の
継
続
や
種
子
島
地
区

と
の
合
同
開
催
を
目
指

し
て
、
熊
毛
地
区
の
女

性
団
体
の
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日(

金)

南
種
子
町
中
央
公
民
館(

五
十
八
人)

鹿
児
島
市
西
陵
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

で
、
種
子
島
に
も
縁
の
深
い
田
上
正
人
氏
を
講

師
に
迎
え
、
「
熊
毛
地
区
の
生
涯
学
習
の
発
展

に
向
け
て
」
を
演
題
に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
笑
い
あ
り
音
楽
あ

り
の
楽
し
い
雰
囲
気
の

中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
の
在
り
方

を
見
直
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
き
、
地
域
の
活

性
化
を
再
考
す
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
定
住
の
取
組
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
」

を
テ
ー
マ
に
、
中
種
子
町
増
田
校
区
長
が
事

例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
校
区
の
施
設
を
利

用
し
た
活
動
や
、
児
童
減
少
を
防
ぐ
た
め
の

後
継
者
育
成
事
業
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

社

会

教

育

委

員

等

研

修

会

自

治

公

民

館

経

営

研

究

会

講

演

社
会
教
育
委
員
等
研
修
会

「
世
代
交
代
で
消
滅
し
て
い
く
地
域
の
知

恵
を
い
か
に
未
来
に
役
立
て
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
、
南
種
子
町
茎
永
公
民
館
長
が
事
例
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
赤
米
を
活
用
し
た
地
域

お
こ
し
の
取
組
や
、
十
年
後
を
見
据
え
た
話

し
合
い
活
動
は
、
他
の
公
民
館
の
運
営
に
も

大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日(

土)

種
子
島
こ
り
～
な(

三
百
五
十
九
人)

野
間
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
テ
ー
マ
「
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
野
間
っ
子
を
育
て
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
」
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
も
と
に
、

健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
の
教
育

活
動
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

野
間
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
テ
ー
マ
解
決

へ
向
け
て
「
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ル
運
動
の
徹
底
」

と
「
む
し
歯
治
療
の
推
進
」
の
共
通
実
践
事

項
を
設
定
し
て
、
広
報
活
動
や
啓
発
活
動
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
各
専
門
部

と
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力

し
て
取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
、
一
専
門
部

に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
を
す
る
点

な
ど
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
鹿
児
島
国
際
大

学
実
習
支
援
課
長
の
日
髙
孝
氏
に
、
絵
本
を

活
用
し
な
が
ら
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
親
子

の
ふ
れ
合
い
を
深
め
る

た
め
の
具
体
的
な
方
法

等
に
つ
い
て
御
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
に
と
っ
て
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
や
家
庭
教
育
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
、

改
め
て
見
直
す
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

県

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

研

究

委

嘱

公

開

自
治
公
民
館
経
営
研
究
会

平
成
二
十
九
年
度
各
種
表
彰

※
敬
称
略

◆
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

納
官
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

(

中
種
子
町)

◆
九
州
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

小
薗

正
喜

(

南
種
子
町)

◆
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

【
優
良
団
体
】

星
原
子
ど
も
会
育
成
会

(

中
種
子
町)

西
之
町
公
民
館
青
少
年
育
成
部

(

南
種
子
町)

【
優
良
個
人
】
丸
田

健
次

(

西
之
表
市)

◆
優
良
少
年
少
女
団
体
及
び
優
良
地
域
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
表
彰

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
べ
に
ん
こ
」(

中
種
子
町)

◆
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰

な
か
た
ね
お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト

(

中
種
子
町)

◆
熊
毛
地
区
社
会
教
育
関
係
表
彰

【
優
良
団
体
】

西
之
表
市
文
化
協
会

(

西
之
表
市)

西
野
小
学
校
お
や
じ
の
会

(

南
種
子
町)

【
優
良
個
人
】

榎
本

和
枝

(

西
之
表
市)

泊

圭
一
郎

(

屋
久
島
町)

◆
熊
毛
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

岩
岡
子
ど
も
会
育
成
会

(

中
種
子
町)

茎
永
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部

(

南
種
子
町)

安
房
如
竹
子
ど
も
会

（
屋
久
島
町
）

【
編
集
・
発
行
】

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

住

所

西
之
表
市
西
之
表
七
五
九
〇
番
地

熊
毛
教
育
事
務
所
内

電

話
（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
二
一

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す
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西
之
表
市
連
合
青
年
団
は
、
平
成
三
十
年

一
月
一
日
現
在
団
員
数
百
一
人
。
こ
れ
は
、

県
内
随
一
を
誇
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
は
、
「
青
年
団
の
若
い
力

を
結
集
し
西
之
表
市
を
興
す
活
動
～
目
標
を

持
っ
て
行
動
し
、
繋
げ
る
広
げ
る
青
年
団
～
」

を
基
本
方
針
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
と
「
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
大
作
戦
」
を
二
大
行
事
と
し
、

団
員
数
の
増
加
と
と
も
に
現
在
は
独
自
の
運

動
会
や
奉
仕
作
業
な
ど
新
た
な
活
動
を
模
索

し
、
市
民
も
巻
き
込
ん
だ
取
組
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

十
一
月
十
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
第
六
十
六
回
全
国
青
年
大
会
に
鹿
児

島
県
代
表
と
し
て
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」「
フ
ッ

ト
サ
ル
」
「
写
真
展
」
「
の
ど
自
慢
」
の
四
種

目
に
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
し
た
各
種
目
に

お
い
て
、
全
国
大
会
と
い
う
高
い
レ
ベ
ル
の

取
組
や
競
技
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
出
場

し
た
団
員
一
人
一
人
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

団
長
は
、
「
全
国
大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た

っ
て
多
く
の
方
々
か
ら
の
御
支
援
・
御
声
援

を
賜
り
ま
し
た
。
御
恩
を
少
し
で
も
お
返
し

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
地
域
に
貢
献
す
る
青

年
団
活
動
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

西之表市

高
齢
者
が
各
種
の
学
習
や
交
流
等
を
通
し

て
、
生
き
が
い
に
満
ち
た
心
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
に
、
毎
月
「
寿
大
学
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

寿
大
学
は
、
市
内
四
地
区
に
あ
る
高
齢
者

学
級
の
中
央
教
室
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
、

現
在
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
百
六
十
五

人
が
毎
月
一
回
の
学
習
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

午
前
中
は
、
年
間
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い

る
毎
回
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
学
習
を
行
い
ま

す
。
年
間
計
画
は
、
年
度
の
初
め
に
運
営
委

員
会
を
行
い
、
運
営
委
員
さ
ん
と
事
務
局
（
社

会
教
育
課
）
で
話
合
い
決
定
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
「
市
長
の
講
話
」
や
「
薬
と
健
康
に
つ

い
て
」
、
「
交
通
に
つ
い
て
」
、
「
消
費
生
活
に

つ
い
て
」

な
ど
、
高

齢
者
の
関

心
が
高
く
、

要
望
の
多

い
も
の
を

計
画
し
ま

し
た
。
講

師
に
つ
い

て
も
、
種

子
島
警
察

署
署
員
や

薬
剤
師
会

寿大学学園祭（舞台発表の部）

の
方
、
消
費
生
活
相
談
員
な
ど
多
く
の
方
に

御
協
力
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、
音
楽
ク

ラ
ブ
や
書
道
ク
ラ
ブ
、
園
芸
ク
ラ
ブ
や
体
育

ク
ラ
ブ
な
ど
各
自
が
興
味
関
心
の
あ
る
ク
ラ

ブ
に
参
加
し
活
動
を
行
い
ま
す
。
十
二
月
に

開
催
し
た
「
寿
大
学
学
園
祭
」
で
は
、
そ
れ

ら
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
成
果
を
展
示
・
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
級
生
の
皆
さ
ん

の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
に
開
講
し
た
「
寿
大
学
」

も
今
年
度
で
五
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
高
齢
者
の
豊
か
な
学
び
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
之
表
市
立
図
書
館
に
は
、
「
あ
お
ぞ
ら
２

号
」
と
い
う
移
動
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

市
街
地
に
あ
る
市
立
図
書
館
と
市
街
地
か

ら
離
れ
た
集
落
を
巡
回
す
る
「
あ
お
ぞ
ら
２

号
」
と
で
、
西
之
表
市
に
住
む
方
々
の
読
書

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
あ
お
ぞ
ら
２
号
」
は
、
市
内
各
地
域
に

あ
る
学
校
や
公
民
館
、
福
祉
施
設
な
ど
二
十

二
か
所
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
指
定
し
、
そ
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
三
つ
の
ル
ー
ト
に
分
け
て

月
一
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
図
書
館
協
議
会
で
の
協
議
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
意
見
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
随
時
見
直
し
を
行
い
、
決
定
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
市
立
図
書
館
ま
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
難
し
い
お
年
寄
り
や
体
の
不

自
由
な
方
々
に
も
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
図

書
利
用
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
者

数
も
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

「
あ
お
ぞ
ら
２
号
」
に
は
、
約
二
千
七
百

冊
の
本
を
常
時
積
載
し
、
市
立
図
書
館
に
事

前
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
を

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
持
ち
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
立
図
書
館
で
借
り
た

本
を
「
あ
お
ぞ
ら
２
号
」
に
預
け
て
返
却
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

八
月
。
学
校
の
夏
休
み
に
は
、
市
内
の
六

か
所
の
児
童
ク
ラ
ブ
や
児
童
館
・
児
童
セ
ン

タ
ー
を
特
別
巡
回
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
「
お
は
な
し
会
」
も
併
せ
て
実
施
し
、

大
変
好
評
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
立
図
書
館
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
「
ブ
ッ

ク
コ
ン
テ
ナ
」
に
よ
る
幼
稚
園
・
保
育
園
、

小
学
校
へ
の
配
本
や
毎
月
第
二
土
曜
日
の
親

子
読
書
教
室
、
子
育
て
サ
ロ
ン
等
で
の
出
張

お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
多
く
の
市
民
の
方
に
本
の
世
界

に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
取
組

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あおぞら２号 貸出風景

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

繋
げ
る
・
広
げ
る

西
之
表
市
連
合
青
年
団
の
取
組

高
齢
者
の
学
び
を
支
え
る

～
寿
大
学
～

読
書
活
動
の
推
進

移
動
図
書
館
車
「
あ
お
ぞ
ら
２
号
」
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平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
日
に
種
子
島
中

央
体
育
館
に
於
い
て
、
自
公
連
女
性
部
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会(

ミ
ニ
バ
レ
ー)

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
、
六
チ
ー

ム
四
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
女
性
部
で

は
、
「
力
を
合
わ
せ
て
出
来
る
こ
と
か
ら
行
動

し
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
気
軽
に
参
加
で

き
る
組
織
」
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

相
互
交
流
を
図
り
、
日
頃
の
仕
事
や
家
事
、

子
育
て
で
の
疲
れ
を
忘
れ
、
和
気
あ
い
あ
い

と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
笑
い
声
が

絶
え
ず
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
中
、
一

人
の
ケ
ガ
も
な
く
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

中種子町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

女
性
部

自治公民館連絡協議会女性部
スポーツ大会

読
書
は
、
人
類
が
獲
得
し
た
誇
る
べ
き
文

化
で
す
。
読
書
に
よ
っ
て
我
々
は
楽
し
く
知

識
が
身
に
つ
い
た
り
、
物
事
を
よ
り
深
く
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
読
書
は
多
様
な
分

野
が
用
意
さ
れ
、
簡
単
に
享
受
で
き
、
し
か

も
そ
れ
ほ
ど
費
用
も
か
か
ら
な
い
と
い
う
特

色
も
あ
り
ま
す
。
特
に
幼
児
期
か
ら
読
み
聞

か
せ
を
し
て
読
書
週
間
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
、
国
語
力
を
向
上
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、

一
生
の
財
産
と
し
て
生
き
る
力
と
も
な
り
、

楽
し
み
の
基
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
思

い
で
町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
を

訪
問
し
、
実
施
し
て
い
る
「
な
か
た
ね
読
み

聞
か
せ
会
」
は
、
今
回
も
町
内
の
読
み
聞
か

せ
グ
ル
ー
プ
「
な
か
た
ね
お
は
な
し
パ
レ
ッ

ト
」
の
皆
さ
ん
に
依
頼
を
し
、
本
年
度
で
十

七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

様
々
な

手
法
で
読

書
活
動
の

普
及
と
子

ど
も
た
ち

の
健
や
か

な
成
長
と

豊
か
な
人

間
性
の
向

上
に
努
め

て
お
り
、

大
型
絵
本

や
パ
ネ
ル

「
な
か
た
ね
読
み
聞
か
せ
会
」なかたね読み聞かせ会

シ
ア
タ
ー
を
使
っ
た
読
み
聞
か
せ
の
他
、
共

通
語
で
の
会
話
が
多
く
な
っ
た
家
庭
で
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
、
方
言
の
よ
さ
や
意
味
を

大
事
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
読
み
聞
か
せ

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
種
子
島
の
方
言
を

使
っ
た
こ
と
ば
あ
そ
び
や
民
謡
、
ま
た
、
サ

ッ
ク
ス
を
使
っ
た
種
子
島
の
子
守
歌
の
演
奏

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
終
始
楽
し
そ
う
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
更
な
る
読

書
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

本
町
で
は
、
戦
時
中
昭
和
二
十
年
に
現
在

の
さ
つ
ま
町
へ
集
団
疎
開
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
両
町
に
お
い
て
お
互
い
の
児
童
生

徒
が
毎
年
交
互
に
訪
問
し
あ
い
交
流
を
深
め

る
「
中
種
子
町
青
少
年
さ
つ
ま
交
流
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
十
一
回
目
を
迎
え
る

本
年
度
は
、
さ
つ
ま
町
か
ら
四
十
九
人
の
児

童
生
徒
が
来
町
し
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
二

十
三
日
の
二
泊
三
日
の
な
か
で
、
疎
開
体
験

者
の
体
験
談
や
地
引
き
網
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、

マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
散
策

等
の
様
々

な
体
験
を

通
し
て
本

町
の
児
童

生
徒
と
の

交
流
を
深

め
ま
し
た
。

「
中
種
子
町
青
少
年

さ
つ
ま
交
流
事
業
」

シーカヤック体験の様子

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
、
南
界
小

学
校
の
三
・
四
年
生
九
人
が｢

総
合
的
な
学

習
」
に
お
い
て
、
地
域
を
知
る
と
い
う
目
的

で
、
重
要
文
化
財
古
市
家
住
宅
に
て
、
古
代

の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

各
自
で
イ
メ
ー
ジ
し
た
古
代
の
服
を
纏
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、

ま
ず
椎
の
実
を
採
集

し
、
河
川
で
調
達
し

た
石
で
殻
を
割
り
、

安
納
芋
と
混
ぜ
て
焼

き
上
げ
、
甘
く
て
お

い
し
い
ド
ン
グ
リ
ク
ッ

キ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

ク
ッ
キ
ー
作
り
の
後
は
、
竹
や
木
の
枝
に

植
物
質
の
弦
を
付
け
た
弓
矢
で
、
藁
を
束
ね

て
イ
ノ
シ
シ
や
鹿
に
見
立
て
た
的
を
射
る
狩

猟
体
験
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
道
具
の

使
い
方
な
ど
に
苦
戦

し
て
い
ま
し
た
が
、

慣
れ
て
く
る
と
、
道

具
を
器
用
に
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
飛
ば

し
た
矢
を
的
に
当
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、

古
代
人
が
生
活
す
る
た
め
に
様
々
な
知
恵
を

使
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
、
食
事
や
道
具
の

使
い
方
な
ど
の
難
し
さ
を
学
び
、
古
代
の
生

活
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。

地
域
の
「
宝
」
を
身
近
に
知
る
こ
と
が
出

来
た
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
に
な
り
ま
し
た
。

南
界
小
学
校
三
・
四
年
生

自
然
と
歴
史
を
学
ぶ

古
代
の
生
活
体
験

クッキー作りの様子狩猟体験の様子

の
ま
ち

な

か

た

ね

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、

南
種
子
町
茎
永
に
伝
わ
る
貴
重
な
文
化
財

で
あ
る
「
赤
米
」
を
未
来
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
へ
伝
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
赤
米
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
南
種

子
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
茎
南
小
、
花
峰
小
児
童
に
よ
る

伝
統
の
御
田
植
歌
の
披
露
や
、
赤
米
と
深

い
関
わ
り
の
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
相

川
七
瀬
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
、
赤
米
染

色
家
で
あ
る
喜
多
長
蔵
先
生
な
ど
も
参
加

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
次
の
世
代

に
赤
米
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
、
今
を
生

き
る
大
人
た
ち
が
何
を
で
き
る
か
、
何
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
に
つ
い

て
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

南種子町

南
種
子
町
立
図
書
館
で
は
、
保
護
者
と
赤

ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
介
し
た
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
、
乳
幼
児
健
診

の
際
に
、
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

司
書
が
健
診
会
場
を
訪
問
し
、
保
護
者
に
、

読
み
聞
か
せ
の
仕
方
を
指
導
し
な
が
ら
、
読

書
活
動
の
大
切
さ
や
、
町
立
図
書
館
の
紹
介

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
親
子
が
そ
の
日
か
ら

読
み
聞
か
せ
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
全
員

に
本
を
一
冊
ず
つ
配
布
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
図
書
館
へ
通
う

よ
う
に
な
っ
た
方
や
、
子
ど
も
の
読
書
活
動

に
興
味
を
持
た
れ
る
方
も
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
形
で
本
の
魅
力
や

読

書

の

楽

し

さ

を

伝

え

て

い

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

八
日
の
四
日
間
、
本
町
自
然
の
家
に
お
い
て

「
み
な
み
た
ね
っ
子
ふ
る
さ
と
学
寮
」
を
、

社
会
教
育
課
と
町
連
合
青
年
団
の
共
催
で
実

施
を
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
異
年
齢
の
子

ど
も
た
ち
が
共
同
生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
、

責
任
感
や
協
調
性
等
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生
十
四
人

が
参
加
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
毎
日

の
食
事
づ
く
り
・
洗
濯
・
宿
題
、
五
右
衛
門

風
呂
体
験
、
創
作
活
動
「
ロ
ケ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
」、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
平
日
は
自
然
の
家
か
ら
各

学
校
へ
通
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ

る
「
自
在
鉤
づ
く
り
」
を
、
教
育
長
が
講
師

と
な
っ
て
実
施
し
、
長
時
間
か
け
て
創
作
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
一
月
六
日
か
ら
八
日
の
間
、

友
好
都
市
で
あ
る
秋
田
県
大
館
市
か
ら
児
童

交
流
団
が
来
町
し
、
見
聞
を
深
め
ま
し
た
。

中
で
も
、
一
月
七
日
に
行
わ
れ
た
「
福
祭

文
（
ク
サ
イ
モ
ン
）
」
に
、
仲
西
集
落
の
協
力

の
も
と
参
加
し
、
本
町
の
芸
能
文
化
に
触
れ

る
良
き
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

南
種
子
町

赤
米
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
南
種
子

～

赤
米
文
化
を

未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ

～
茎南小児童による田植歌

配布する本と資料

本
を
も
っ
と
身
近
に

～

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

～

自在鉤づくりの様子

福祭文（クサイモン）の様子

異
年
齢
集
団
に
よ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

～

み
な
み
た
ね
っ
子

ふ
る
さ
と
学
寮

～

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

友
好
都
市
交
流
事
業

～

秋
田
県
大
館
市

児
童
交
流
団
の
受
入

～
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平
成
二
十
九
年
九
月
三
日
（
日
）、
屋
久
島

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
縄
文
の
苑
に
お
い
て
、

ふ
る
さ
と
を
興
す
熊
毛
地
区
保
健
・
福
祉
学

習
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、

熊
毛
地
区
女
性
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
諸
般
の

事
情
に
よ
り
開
催
が
か
な
わ
ず
、
今
回
五
年

ぶ
り
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
屋
久
島
町
役
場
健
康
増
進
課

に
よ
る
訪
問
介
護
の
活
用
や
最
近
の
状
況
を

お
も
し
ろ
お
か
し
く
寸
劇
に
し
た
紹
介
や
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
職
員
に
よ
る
訪
問

看
護
に
つ
い
て
の
講
演
、
さ
ら
に
は
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
教
室
等
、
各
所
と
協
働
し
た
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

八

十

人

を

超

え

る

参

加
者
の
方
々

は
、
大
い
に

笑
っ
た
り
体

を
気
も
ち
よ

く
伸
ば
し
た

り

し

な

が

ら
、
健
康
や

介
護
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
現
在
、
熊
毛
地
区
女
性
団
連
絡
協

議
会
加
盟
は
屋
久
島
町
の
み
で
す
が
、
こ
れ

に
関
わ
ら
ず
、
次
年
度
以
降
は
種
子
島
地
区

屋久島町

五
年
ぶ
り
の
開
催
！

《
ふ
る
さ
と
を
興
す
学
習
大
会
》

の
女
性
団
体
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

本
大
会
を
継
続
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
七
日
（
土
）
離

島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
二

十
九
年
度
町
子
連
リ
ー
ダ
ー
・
指
導
者
・
育

成
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会

は
、
三
つ
の
内
容
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

①

研
修
Ⅰ

Ｋ
Ｙ
Ｔ

町
子
連
副
会
長
と
社
会
教
育
主
事
が
講
師

を
務
め
、
育
成
者
、
子
ど
も
別
に
Ｋ
Ｙ
Ｔ
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
た
危

険
個
所
の
発
見
、
グ
ル
ー
プ
別
に
課
題
の
活

動
に
対
す
る
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
Ｋ
Ｙ

Ｔ
目
標
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。
目
標
発
表

の
際
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
称
賛
や
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
、
各
目
標
の
改
善
も
行

い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
生
か
し
て
、
複
数
の
単
位
子

ど
も
会
に
お
い
て
独
自
の
Ｋ
Ｙ
Ｔ
研
修
が
事

主
体
的
な
活
動
を
め
ざ
し
て

《
町
子
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
》

さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
の
ま
ち

屋
久
島
町

後
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
よ

り
毎
活
動
後

に
記
録
す
る

活
動
実
施
報

告
書
に
Ｋ
Ｙ

Ｔ
目
標
記
載

欄
を
設
け
た

こ
と
で
、
本

研
修
以
後
、

具
体
的
な
目

標
を
設
定
し

て
活
動
す
る

子
ど
も
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

②

研
修
Ⅱ

リ
ー
ダ
ー
の
役
割

社
会
教
育
主
事
経
験
の
あ
る
町
内
の
お
二

人
の
教
頭
先
生
に
講
師
を
依
頼
し
、
育
成
者
、

子
ど
も
別
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

の
部
で
は
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
「
相
手
の
価

値
観
も
認
め
た
う
え
で
の
言
動
」
が
リ
ー
ダ

ー
に
は
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
大
人

の
部
で
は
、
子
ど
も
や
育
成
者
と
「
気
持
ち

の
共
有
」
を

し

な

が

ら

運

営

技

術

を

身

に

付

け

て

い

く

こ

と

の

重

要

性

を

レ

ク

を

通

し

て

研

修

し

ま
し
た
。

③

全
体
レ
ク
研
修

高
校
生
ク
ラ
ブ
「
ぽ
ん
だ
ま
」
の
指
導
で
、

各
子
ど
も
会
で
気
軽
に
行
え
る
楽
し
い
レ
ク

を
複
数
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
、
本
研
修
の
内
容
充
実
を

図
り
、「
主
体
的
に
活
動
す
る
子
ど
も
会
」
の

更
な
る
具
現
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日
（
火
）、
屋

久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
人
権

教
育
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
国

際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
世
界
陸
上
大
会

入
賞
者
の

田

屋

光

二

氏

（

西

之

表
市
在
住
）

を

お

招

き

し
、
「
逆
境

を
生
か
す
」

を
演
題
に
御

講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
語
り
を
交

え
な
が
ら
、
走
り
高
跳
び
の
実
技
や
金
メ
ダ

ル
を
全
参
加
者
が
触
れ
る
時
間
も
あ
り
ま
し

た
。
会
場
参
加
型
の
講
演
に
、
会
場
の
皆
さ

ん
は
終
始
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
り
、
頷
い
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

田
屋
氏
の
講
演
か
ら
、
「
苦
し
い
こ
と
、
悲

し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
『
ど
う
や
っ
た
ら

で
き
る
だ
ろ
う
』
と
前
向
き
に
考
え
る
」
こ

と
、「
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
人
が
必
ず
い
る
、

そ

の

人

た

ち
に
感
謝

し
な
が
ら

笑
顔
で
生

き
る
」
こ

と
が
大
切

で
あ
る
こ

と
を
学
ぶ

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 逆

境
を
生
か
す
生
き
方

《
屋
久
島
町
人
権
教
育
研
修
会
》

寸劇「ありがとうでさようなら」

ストレッチ教室

KYT研修（子ども）育成者研修

走り高跳びの実技

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

初めて触る金メダル

さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
の
ま
ち

屋
久
島
町


